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●新名神大津スマートＩＣ（仮称）利活用等地域活性化委員会の
　「委員」を継続して受嘱
●大津市総合防災訓練への参加と、災害時緊急輸送への協力
　（協定締結済）
●業界を取り巻くさまざまな諸課題に対する研修会や勉強会の開催
●大地協力会（親睦ゴルフ）の開催

● 用紙：適切に管理された森林の木材を利用した FSC® 認証用紙
● インキ：大豆油インキを含む植物油インキ
● 印刷：有害な廃液を排出しない水なし印刷
● 印刷工程で排出されるCO2を滋賀県内の森林整備によって生まれた
　「びわ湖カーボンクレジット」でカーボンオフセット済
● CO 2排出量 :383.7g/ 部

●高島市総合防災訓練の「参加関係団体」を
　継続して受嘱
●高島市の観光ＰＲラッピングトラックの
　車両の拠出
●合同健康診断の実施

●東近江地域特定家畜伝染病対策
　への参画
●東近江地区交通安全推進会議調整部会
　への参画
●健康講座（健康経営への推進）実施
●2023、2024年問題交通事故防止への支援
●国体、全国障害者スポーツ大会への参画
●東近江市防災訓練への参加
●支部独自での健康診断助成事業への
　取り組み

●交通安全新年祈願祭の実施
●春と秋の長浜市交通安全パレード・啓発活動に「参加団体」
　として取り組み
●労務研修会の開催
●健康に関する研修会の開催
●クリーンアップ（琵琶湖岸道路のゴミ拾い）活動の実施
●親睦ゴルフの開催

●交通安全新年祈願祭の実施
●新型コロナウイルス感染症対策に関する
　情報交換会の開催
●２０２４年問題に関する研修会の開催

●優良事業所支部長表彰の実施
●２０２４年問題に関する研修会の開催
●物流業界のＳＤＧｓに関する研修会の開催
●親睦ゴルフの開催

●改善基準告示の改正に関する
　研修会の開催
●配車交流会の開催
●健康講座の開催
●親睦ゴルフの開催
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「いきる」 バス・トラック事故の削減
❶ 「交通事故削減宣言」と交通事故削減目標の設定
❷ 「交通安全フェア」の実施

「うごく」 交通安全ＰＲ活動・道路環境改善提案活動
❶ 交通安全びわ湖キャラバン隊の実施
❷ 道路環境に関する改善の提案

「はたらく」 バス・トラック業界への関心を高めるキャリア教育
❶ 若年者の雇用増加と若年ドライバー不足の解消（物流出前講座）
❷ 働きたい女性の雇用増加と女性ドライバーの活躍

「つくる」 	エコドライブ・環境啓発の推進
❶ ドライバー研修会の開催
❷ 「環境キャンペーン」の実施

「まもる」 	清掃・植樹事業
❶ 「琵琶湖森林づくりパートナー協定」の継続
❷ 「おうみの森づくり事業事業」の実施

（「琵琶湖森林づくりパートナー協定」に基づき、
一般社団法人滋賀県造林公社の森林保全活動を含む）

❸「おうみ路クリーンアップ」活動の実施

「そなえる」  防災対策の取り組み
❶「災害時における人員・物資等の輸送に
　 関する協定」の継続
❷ 緊急事態に対応するトラック協会の
　 業務計画等の作成
❸ 滋賀県総合防災訓練の開催

「ひろげる」 	“滋賀・琵琶湖”ブランド、	 		 	 			観光情報の全国発信
❶ バス・トラックを使用した情報の発信

　滋賀県トラック協会と滋賀県バ
ス協会が、業界を取り巻く環境を
より良くする目的で協議を重ね、
滋賀県とタイアップして展開してい
く７つの事業を策定しました。そし
て、平成 27 年４月９日に、田中 
亨会長と滋賀県バス協会の中村
隆司会長（当時）から三日月大
造滋賀県知事に対して提言されま
した。

滋賀にキラリ輝く七つ星事業

Shiga Trucking Association

●は記事掲載あり
●は事業紹介のみ
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１年の流れ



「春の全国交通安全運動」
  オープニング式

貨物自動車運送事業
安全性評価事業（Ｇマーク）

申請案内説明会

トラックドライバーコンテスト滋賀県大会

全国トラックドライバー
コンテスト選考会

初任トラック
運転者の
指導教育
研修会の開催

■ 交通事故撲滅出動式を開催

　５月１３日（金）２０２２年度貨物自動車運送事業安
全性評価事業（Ｇマーク）申請が７月１日より開始され
るあたり、本年度も適正化事業運営委員会では更な
る認定事業所の増加を図るため、新規申請や更新
申請の会員事業者を対象に実施いたしました。
　Ｇマーク認定制度のＧは、Good「よい」また
Glory「繁栄」から取ったもので、安全性に優れた
事業所を認定することで、業界のレベルアップを図
るとともに、荷主の皆様が取引先の目安としていた
だくものとなっております。

　22名が受講され、
本年度の認定結果を
受け、滋賀県下では
４１５事業所が認定さ
れており、全事業所
の41.8％、認定取得
率は全国第４位となり
ました。

日頃の業務で磨いた腕で
ドライバーコンテストに挑戦

　５月21日（土）、滋賀県トラック総合会館で、トラックドライバーコンテスト滋
賀県大会と全国トラックドライバーコンテストの選考会が開催されました。
　開会式では、苅谷雅和安全環境委員長の開会宣言に始まり、甲斐切稔

副会長から「日頃の業務の積み重ねや知識を活かし
て、精一杯がんばって欲しい」と選手を激励しました。
　そして、株式会社滋賀物流サービスの西村秀喜さん
が29名の選手を代表して選手宣誓を行い、競技がス
タートしました。

真剣な表情で知識や点検技能の技量を競う

　学科試験競技に引き続いて、点検競技の模範演技をDVDで鑑賞した後、
大型部門と中型部門の２部門で日常点検競技が行われました。
　中には「日頃の業務を通じて、努力を行っていたが思うようにできなかった」
や「時間が足りなかった」と悔しさをにじませる選手もいました。みなさん真
剣な表情で競技に取り組みました。

安全運転を呼びかけ
高速道路交通警察隊などが出動

　４月６日から15日まで「春の全国交通安全運動」が実施される
のに先立って、４月５日（火）10時30分から西日本高速道路（株）
関西支社滋賀高速道路事務所で、高速道路交通警察隊や交通
機動隊のほか、NEXCO西日本の社員などが参加して、『滋賀ハ
イウエイ169.1キロメートル交通事故撲滅出動式』が開催されま
した。
　滋賀県高速道路交通安全協議会の松田直樹副会長が挨拶に
立ち、「県内の高速道路での事故は減っているとはいえ、直近で

はバイクによる死亡事故や一般道での高
齢者の死亡事故が起こっている。一般
道も含めて死亡事故ゼロ、事故件数の
減少を目標に、しっかり交通安全の啓
発活動に取り組んでいきたい」と述べま
した。
　また、滋賀県警交通部高速道路交通
警察隊の藤本博文隊長は、「高速道路

利用者に安全意識の浸透を図り、全席
シートベルトの着装、ながら運転防止の
啓発活動や、交通違反取り締まりを重
点的に行い、高速道路の安全確保のた
め、関係機関と緊密に情報共有しなが
ら諸対策を推進していきたい」と挨拶し
ました。
　そして、滋賀県高速道路交通警察隊

の木枝和行隊長補佐が、「滋賀ハイウエイ169.1キロメートルの交
通事故を撲滅するために出動
します」と宣言すると、パトカ
ー８台とNEXCO西日本のパト
ロールカー１台が一斉にサイ
レンを鳴らし、拍手に送られ
て次 と々出動していきました。
　その後、参加者は栗東イン
ターチェンジ付近に移動し、
のぼり旗を振って安全運転の
啓発活動を行いました。

　平成２９年３月１２日、道路交通法の改正
により「準中型自動車免許」が新設されまし
た。それに併せて、「トラック運送事業者が
運転者に対して行う指導及び監督指針」が
改正され、初任運転者に対する指導教育時
間が、従来の６時間から座学１５時間以上、
実技２０時間以上と大幅に時間を増やして義
務付けされました。
　これに伴い適正化事業運営委員会では、
会員事業者の初任運転者に対する指導教
育が適正に図られますよう、年間２回座学
１３時間の研修会を実施いたしております。
今年度第１回は4月１８日（月）～１９日（火）
に講師としてマジオドライバーズスクール和
歌山校　教習指導員　企業インストラクタ

交通安全を呼びかける
キャラバン隊が出発

　「春の全国交通安全運動」（令和３年４月
６日～ 15日）の初日に当たる４月６日（水）、
滋賀県庁正面玄関前で滋賀県交通安全対
策協議会によるオープニング式が開催され
ました。
　式に先立って、出席者全員で交通事故
の犠牲者に対して１分間の黙祷を捧げた
後、30年にわたり交通安全活動に尽力さ
れた滋賀県交通安全女性団体連合会に対
して、同協議会会長である三日月大造知
事から感謝状が贈呈
されました。
　三日月会長は「安
全運転に対する意識
の向上を図るほか、
滋賀独自の取り組み
として、横断歩道に
おける歩行者ファース
トの徹底を図り、事故の根絶を目指したい」
と挨拶を行い、滋賀県警の鶴代隆造本部
長は「１件でも事故を少なくできるよう、７つ
の新たな施策を追加した交通安全対策強
化プラン『＋７（プラスセブン）』を展開して

ー講師の宮田保様
をお招きして実施し、
25名が受講されまし
た。第2回は１０月２７
日（木）～２８日（金）
に講師として（株）アヤ
ハ自動車教習所　運行管理者等指導講習
第1種講師　小寺 神様、山本知伴様、近
藤修弘様の3名をお招きして実施し、２７名
が受講されました。
　受講者のアンケートから、内容がわかり
やすかったという意見が多く、また初任運
転者だけでなく社内で指導者側の立場の受
講者もみられ、今後の社内教育の参考にな
ったなど、ご好評いただきました。

取り組みを強化し、対策の精度を高めたい」
と述べました。
　そして、「交通安全びわ湖キャラバン隊」
の出発に先立ち、滋賀県トラック協会の清
水千春さんと、滋賀県タクシー協会の三田
村未憂さんが、ドライバーを代表して交通
安全宣言を読み上げ、交通安全思想の普
及や、交通ルールの厳守とマナーの向上
に努めること、ゆとりと思いやりの気持ちを
持って子どもと高齢者を守ること、家庭・
職場・地域からの飲酒運転の根絶、すべ
ての席でのシートベルト・チャイルドシート
の着用、環境への配慮とエコ交通の推進
などを、「県民総ぐるみの運動」として推進
することを力強く誓いました。
　その後、白バイを先頭に交通安全を啓
発する横断幕を掲げたキャラバン隊が次々
に出発していきました。

4月4月

5月
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感染予防対策を徹底して
理事、役員のみの出席で開催

7月
通常総会

　運輸安全マネジメントは平成18年10月より、すべての運送事業者に導入が課せられ
ましたが、本制度の実施が浸透しているとは言い難い現状にあり、更なる浸透を図る
ため、適正化事業運営委員会では、あいおいニッセイ同和損害保険株式会社のご協力
を得まして、「運輸安全マネジメントセミナー」を6月2日（木）に開催いたしました。
　本セミナーは国土交通省通達「自動車運送事業者における運輸安全マネジメント等
の実施について」によって本制度の浸透・定着に有効なセミナーとして認定を受けた

ものであり、講師のMS＆ADインターリスク総研株式会社より本制
度の概要や運送事業者における安全管理の進め方に関するガイドラ
イン等についてご講義いただきました。
　46名が受講され、アンケート結果からは「具体的な安全取組事例が
豊富で参考になった。」「会社でできることから始めていきたい」等ご
好評の声を多くいただきました。

大阪府支部、京都府支部、滋賀県支部で
合同により開催

　７月３０日（土）クレフィール湖東交通安全研修所におい
て、第３７回全国フォークリフト運転競技大会出場選手合同
選考会が開催されました。陸上貨物運送事業労働災害防
止協会大阪府支部と京都府支部、滋賀県支部が共催しま
した。
　競技科目は、学科競技の他、フォークリフトの点検競技、
またフォークリフトに乗車して、狭い通路を走行し、荷物を
所定の位置から目的地まで運ぶ運転競技を行いました。
　選手は、日頃から磨いた腕を披露し、一生懸命、出せ
る力を出し尽くしました。大阪府支部から３名、京都府支
部から４名、滋賀県支部から２名と合計９名が出場しました。

　年間２回の運行管理者国家試験が実施されるにあたり、本年度も適正化事業運営委
員会では会員事業者の運行管理の資格者増を目的に、運行管理者試験の事前勉強会
を計２回実施致しました。
　１回目は７月２３日（土）に４７名、２回目は令和５年１月２８日（土）に４２名の方が勉
強会に参加され、講師はいずれもＮＡＳＶＡ滋賀支所長の谷上努氏が務められました。
　勉強会当日は、貨物自動車運送事業法等関係法令や運行管理者試験の過去問題等
を中心にされており、運行管理者試験の合格を目指し、参加者は真剣な眼差しで講師の
説明を聞いておられました。

全国フォークリフト運転競技大会
出場選手合同選考会を開催
（大阪府支部・京都府支部・滋賀県支部）

運
行
管
理
者

試
験
の
事
前

勉
強
会
開
催

第 36 回

第 37 回

はい作業主任者
技能講習会を開催

田中会長の挨拶にて開会

　５月２７日（金）、琵
琶湖ホテル ３階「瑠璃」
において一般社団法人
滋賀県トラック協会、陸
上貨物運送事業労働
災害防止協会滋賀県
支部、滋賀県トラック運

送事業政治連盟の通常総会が開催されまし
た。昨年度は出席者を最小限の人数に限
定して開催されましたが、今年度は人数制
限を設けず、感染予防対策を万全に行った
上での開催となりました。
　冒頭挨拶に立った田中 亨会長は、「政治
経済情勢」や「標準的な運賃と燃料サーチ
ャージ」等について触れながら挨拶され、「ス
ムーズな予算審議をお願いしたい」と述べ

ました。
　また、議案審議に先立ち、全日本トラック
協会会長表彰の伝達式を執り行いました。

各議案をスムーズに審議・承認

　正会員総数658に対
して出席数は496（内
委任状365）で、中西 
栄副会長を議長に選
出して議案審議が行
われました。「令和３
年度事業報告及び収

支決算報告書の承認」「令和４年度入会金
の額及び納入方法（案）」「令和４年度会費
の額及び納入方法（案）」「令和４年度事業
計画及び収支予算書（報告）」「定款変更に
ついて」「理事及び監事の任期満了に伴う改
選に関する件」について説明・審議が行わ
れ、いずれも拍手をもって承認されました。
　また、第６号議案の

「役員の選任につい
て」は、 新役員候補
が承認され、続いて
開かれた第３８０回理
事会において会長に
甲斐切 稔氏が選任さ

れ、副会長に松田直
樹氏、丸山義広氏、
山田英樹氏、竹備裕
二氏が選任されまし
た。
　また、甲斐切会長よ
り、引き続き理事に就
任いただく田中前会長のこれまでの功績と、
引き続き全日本トラック協会副会長としてご
活躍願うことから、田中理事の呼称を名誉
会長とすることを提案され、出席理事全員
一致で田中前会長の呼称を名誉会長とする
ことについて承認されました。

5月

6月

はい作業主任者の資格認定

　７月１３日（水）～１４日（木）、滋賀県トラック総合会館にて、は
い作業主任者技能講習会を開催しました。
　はい作業主任者は、労働安全衛生法第１４条ならびにその他省令
で定めるところにより、高さ２メートル以上のはい（倉庫・上屋又は
土場に積み重ねられた荷）のはい付け、はいくずし（荷積み・荷卸
し）作業には、フォークリフト荷役運搬機械等の運転者のみによって
行われる場合を除き、選任しなければなりません。
　会員事業者に限らず非会員の一般貨物自動車運送事業者の他、
他業界の事業者からも多数の受講者が見られました。
　新型コロナウイルス感染症の拡大防止措置としまして、上限受講
者数を70 名とし、講習会会場が密にならないように配慮して、検温
や除菌を徹底した上での講習会となりました。
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トラック運送
事業者向け
ＳＤＧｓセミナー

■  滋賀県トラック協会の高齢者対策の取り組み
　～滋賀県に自転車用ヘルメットを寄贈～

■ 滋賀県総合防災訓練の取り組み
　滋賀県や関係団体と共に、防災の頭上訓練と実地訓練を実施 10月

■ 

交
通
安
全
フ
ェ
ア
開
催

４年ぶり４回目となる
交通安全フェアを開催

　オープニングセレモニ
ーでは、交通事故の犠牲
者を悼む黙祷を行った後、
主催者である（一社）滋賀
県トラック協会、（一社）滋
賀県バス協会、（一社）滋

賀県タクシー協会を代表して、江島 宏治
滋賀県副知事が挨拶を
行いました。江島副知
事は「関係者が待ち望ん
でいた第４回目のフェア
を開催できたことを嬉し
く思う」と述べ、楽しみ
ながら交通安全につい
て学び、学んだことをしっかり実践しながら、
みんなで事故のない滋賀を実現していって
ほしいと呼びかけました。
　来賓のご挨拶に続いて「全国トラックドラ
イバーコンテスト選考会」の入賞者、滋賀
県トラック協会優良事業所と優良運転者な
どの表彰式が行われ、271名の受賞者を
代表して25年以上無事故・無違反の中村 
誠さん（太陽運輸株式会社）が、「だれもが

安全行動を実践すれ
ば死亡事故ゼロは達
成できる。無事故・
無違反記録を更新す
ることを誓って謝辞と
したい」と御礼の言
葉を述べました。

職業体験など子どもに
人気のコーナーも
　会場には、運転適性診断や危険予測体
験といったさまざまな体験ができるコーナー

　一般社団法人滋賀県トラック協会では本年
度の重点施策として「ＳＤＧｓの推進」を掲げて
おり、組織活性化委員会では会員事業者のＳ
ＤＧｓに関する理解と促進を図り、トラック運送
業界における「安全・環境・労働」にかかる
事業活動をＳＤＧｓと関連付け、事業経営に活
かしていただくことを目的に９月２１日（水）に開
催いたしました。
　三井住友海上経営サポートセンター 経営リ
スクアドバイザーの山下賢二様を講師としてお
招きし、ＳＤＧｓの概要から始まり、既に取り組
んでいるＳＤＧｓや中小企業のＳＤＧｓ取組事例

のほか、白バイやパトカー、大型車両、ネ
クスコの車両などの展示、飲食ブースや
大型遊具などが設けられ、親子連れなど
で終日にぎわいました。
　滋賀県トラック協会は日頃の活動を紹介
する展示のほか、青年協議会による『職業
体験コーナー』を開設、たくさんの子ども
たちが台車に積んだ荷物を届けて伝票に
ハンコをもらう仕事体験を楽しみました。
　また、スタンプラリーも開催され、多くの
子どもたちが会場をまわってスタンプを押し
て、交通安全の絵を完成させていました。

交通安全宣言で安全運転と
事故ゼロを誓う
　ステージでは、キャラクターショー『暴
太郎戦隊ドンブラザーズショー』や、クイ
ズなどを交えた交通安全教室のほか、八
日市高校書道部によるパフォーマンスが行
われ、交通安全への願いをしたためた作

などをご講義いただきました。
　４１名が受講され、アンケート結果からほとんど
全員の方から「ＳＤＧｓについて理解できた」「これ
から取り組みたい」との声をいただきました。

品を書きあげて、安全運転と死亡事故ゼロ
を誓う交通安全宣言を行いました。
　また、フルーツ１年分や近江牛など、滋
賀の名品や竜王町の特産品など豪華な景
品が当たる『お楽しみ大抽選会』が２回行
われて、会場は大いに盛り上がりました。
　台風や新型コロナウイルスの影響で４年
ぶりの開催となりましたが、お天気にも恵
まれ大勢の来場者に足を運んでいただい
て、交通安全に対する意識を高めていただ
くことができました。

10月15日（土）、竜王町の総合運動公園ドラゴンハットで４年ぶりとなる滋賀県交通
安全フェアが開催されました。会場には交通安全を楽しく学ぶ展示や体験コーナー、
地元の特産品を販売するブースなどが並び、たくさんの来場者でにぎわいました。

9月

　２月に高齢者の交通安全の対策一環とし
て、高齢者が自動車運転免許証を返納し
た際に、希望者に自転車用のヘルメット「カ
ポル」を進呈するという取り組みを行い、
滋賀県に「カポル」を３００個（内訳Ｌサイズ
１００個、Ｍサイズ２００個、Ｓサイズ２０個）
寄贈しました。
　ですが、Ｓサイズがすぐになくなり、入荷
待ちになりました。よって今回、滋賀県トラッ
ク協会から「カポル」Ｓサイズ２０個を追加で
寄贈したものです。

　10 月 16 日（日）に、滋賀県防災危機
管理局並びに健康福祉政策課主導のも
と、（一社）滋賀県トラック協会と滋賀
県倉庫協会の協力で滋賀県総合防災訓練

　協会の安全環境委員会の苅谷委員長か
ら滋賀県の門間土木交通部長に「カポルＳ
サイズ」を寄贈しました。苅谷委員長が「高
齢者の交通安全対策に有効に活用してく
ださい」と話すと、門間部長は「日頃から、
滋賀県トラック協会の交通安全に対する取り
組みに感謝申し上げます。高齢者の免許証
の自主返納の促進に有意義に活用したい。
高齢者の自転車の事故は大怪我になる。」
などと感謝を述べられた。

を実施しました。
　今回は、場所を長浜市において大規
模地震が発生したと想定し、関西広域
連合から滋賀県庁へ乳幼児用粉ミルク
や災害用簡易トイレの緊急物資輸送の
依頼があり、防災対策本部を滋賀県庁
に設置しました。
　続いて、滋賀県庁から連絡があり、
濃飛倉庫運輸（株）滋賀支店彦根営業
所へ物資拠点を開設しました。そこへ滋
賀県トラック協会から輸送依頼として、

（株）三立運輸より緊急輸送のトラック
で上記の緊急物資を運行頂きました。

　避難所として長浜市立長浜東中学校を
使用し、体育館を避難所や実地の輸送調
整所として活用しました。
　また緊急物資の搬送先として、旧長浜
北高等学校跡地にて自然災害の被害状況
として自家用車
両が転覆してい
る状況などをリ
アリティある状
況を作り出した
上での訓練とな
りました。

10月
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■ 「2024年問題 滋賀労働局との勉強会・意見交換会」

11月 11月

12月

■  おうみの森づくり

　燃料高騰・人材不足・長時間労働・新
型コロナウイルス等の影響など、様々な問
題が山積している運送業界において直近の
課題である2024年問題について２日間にわ
たり講義を開催いたしました。滋賀労働局
との勉強会・意見交換会ということもあり多

くの会員事業者が参加されました。
　第１回目は１１月１７日（木）に開催し、彦根
労働基準監督署　労働基準監督官　大森
奨之様、大津労働基準監督署　第一方面
主任監督官　相田知洋様、滋賀労働局　
雇用環境・均等室　室長　原英史様を講
師としてお招きし、５８名が受講されました。
　第２回目は１１月２５日（金）に開催し、彦
根労働基準監督署　労働基準監督　課

長　藤倉大輔様、東近江
労働基準監督署　第三方
面主任監督官　岡元隆昌
様、滋賀労働局　雇用環
境・均等室　室長　原英
史様を講師としてお招きし、

81名が受講されました。
　また両日ともに滋賀労働
局労働基準部監督課　課
長　中井隆裕様にもお越し
いただき、質疑応答に対応
していただきました。
　「自動車運転の業務の上限規制・割増賃
金率の引き上げについて」、「自動車運転者
の労働時間等の改善のための基準の改正
内容について」、「業務改善助成金について」
ご講義をいただきました。当日に参加できな
かった事業者様からも事前に質問を提出い
ただき、精査し質問させていただきました。
　業界の厳しい現状を行政に働きかけてい
く良い機会となりました。

とらっくんの森で
木を守る活動を体験　

　11月３日（祝）、長浜市岡谷町にある『と
らっくんの森』で、トラックの日の事業として、
３回目となる「おうみの森づくり」事業が実
施されました。令和元年に「次世代の子ど
もたちとともに森に親しみ、身をもって体験
すること」を目的に、(一社)滋賀県造林公
社と締結された『琵琶湖森林づくりパートナ

ー協定』によるもので、
さわやかな秋晴れとな
った会場には、会員事
業者の従業員とその家
族、関係者ら約100名
が集まりました。
　開会式では甲斐切稔

会長が「仕事でCO2を排出しているからこ
そ、環境保全活動に力
を入れていきたい」と
述べ、「木を守る活動を
体験して森の大切さを
学び、地産地消の食
事を楽しんで有意義な
一日にしてほしい」と

挨拶しました。
　来賓の髙木浩文滋賀県琵琶湖環境部
長は「森を守る活動を通して、森の魅力を
五感で感じてほしい」とメッセージを送り、
浅見 宣義長浜市長が、「森づくりの大切さ
を知り、こうした取り組みを行うことを誇り
に思ってほしい」と参加者に呼びかけまし
た。

活動後は地産地消のお弁当に舌鼓

　参加者は３つのグルー
プに分かれて、鹿の食害
から木を守る剥皮防止テ
ープを、ヒノキの木に巻き
つける森林保全活動、丸
太切り体験と端材を使っ
た工作、造林公社の職
員による『森林のはなし』

を、グループごとに順番に体験していきま
した。
　親子で協力してテープを巻いたり、慣れ
ないのこぎりで間伐材を切ったり、木工作
品づくりを楽しんだほか、お話を聴いて森
の役割や暮らしとの関わりについて理解を
深めました。
　閉会式の後、近江牛やびわ鱒、近江地
鶏、伊吹柿など、滋賀県産の食材を使っ
て地元のホテルが調理した、地産地消の

お弁当が配られ、
参加者は『焼き鯖そ
うめん』や『ぜいた
く煮』といった郷
土料理を盛り込ん
だ豪華なお弁当を
楽しみました。

　コロナ禍で開催が見送られていた物流セミナーが、11月28日
（月）に大津プリンスホテルにおいて、３年ぶりに開催されました。
　講演に先立って、挨拶を行った甲斐切 稔会長は、協会が実
施した事業について紹介して、「さまざまな課題を解決するためよ

り一層努力していく所存であるが、安全に時間通
り荷物をお届けするため、荷主企業様のご理解
とご協力を得て、力を合わせて課題に取り組ん
でいきたい」と述べました。
　そして、来賓の戸田 辰司近畿
運輸局滋賀運輸支局長、矢野 

総一郎滋賀労働局労働基準部長からご挨拶を
いただいた後、政治評論家の田﨑史郎氏が『日
本は良くなるか？～政治と経済、人、モノの世
の中の流れを見る～』というテーマで講演を行
いました。

トップに立てるのは人を動かせる人物
　田﨑氏は40年以上にわたる豊富な政治取材か
ら、人脈を形成し維持していくために大切なこと
は、人に出会うより人間関係を維持すること、会
う努力を続けることであると述べました。

　また、岸田政権の今後
について、支持率が低下
する状況であっても当面交
代はない、2024年の総裁
選で再選される可能性があ
ると予測しました。そして
今後、岸田首相は「防衛力
の強化」「少子化対策」「脱
炭素社会の実現」「原発の
再稼働と新設」に力を入
れていくことになると指摘しました。
　また、安倍晋三氏から人の動かし方について
学んだことをエピソードを交えて紹介し、政治の
世界は人間関係で動いていて、人の面倒をよく
見て多くの人間を動かせる人がトップに立てると
いった、示唆に富んだ講演を行いました。
　最後に、「政治は川の流れのようなもの。この
瞬間もつねに変化していて、その変化を取材するのが私の仕事
であるが、変化に注視して取材をしても、流れが変わって予期
せぬことが起こることもある」と述べて、セミナーを締めくくりまし
た。

9 10おうみ路 2022年度 Shiga Trucking Association

■  田﨑史郎氏を迎えて３年ぶりの開催

■ 議員懇談会を開催
　滋賀県トラック協会（滋賀県トラック運送事
業政治連盟）は、１１月１３日（日）京都市に
おいて、令和４年度滋賀県選出の国会議員
との議員懇談会を開催いたしました。
　当日は、滋賀県選出の衆議院議員大岡
敏孝先生、上野賢一郎先生、武村展英先
生、小寺裕雄先生（代理出席：小寺赳史

秘書）、参議院議員小鑓
隆史先生の５名が出席さ
れ、当協会（連盟）から甲
斐切会長はじめ執行部が
出席しました。
　甲斐切会長からは「今

年度、新体制になり初めての懇談会になる
が、忌憚のない意見交換をお願いしたい。」
と述べられ、続いて、トラック運送業界の
実情を知ってもらうべく、（公社）和歌山県トラ
ック協会が製作したDVDを視聴し、高速道

路のSA・PAの特に大型
車用の駐車場不足、料金
所の出口付近の混雑状況
などを見てもらい、連続運
転の中断、深夜割引前提
の日本の物流コスト、高速
道路の料金割引制度等の問題点や2024年
問題を踏まえた労働環境等について理解を
求めました。
　これらの問題を解決するためにも、荷主
企業の理解と協力、コストに見合った適正
な運賃・料金の収受が不可欠であることと、
燃料価格高騰に対応すべく燃料サーチャー
ジなど価格転嫁の必要性、また、自動車関
係諸税の軽減、物流基盤の整備、高速道
路料金の大口・多頻度割引最大50％の継
続や、引き続いての燃料価格高騰への支援
等を訴えました。
　議員からも、「業界の抱える多くの課題や
問題点についてよく理解できた。業界と荷
主企業が対等で公正な取引ができるように、
又高速道路の割引制度や業界の労働環境
の改善が進められるように努力していきた
い」と述べられ、最後に、甲斐切会長から
今後も引き続いての意見・情報交換をお願

いされ、閉会となりました。
　また、１２月５日（月）クサツエストピアホテ
ルにおいて、自由民主党滋賀県議会議員
団を代表して４名の議員との議員懇談会を
開催いたしました。
　当日は、奥村芳正議員（代表）、目片信
悟議員（政調会長）、川島隆二議員、富田
博明議員が出席され、当協会（連盟）からは
甲斐切会長をはじめ執行部が出席しました。
国会議員との懇談会同様、DVDを視聴して
もらい、労働環境等について理解を求めま
した。
　続いて甲斐切会長から、市町に対する新
型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時
交付金の働きかけや、次年度の運輸事業振
興助成補助金への適切な交付、県内の高
速道路SA・PA（特に、大津SA・草津PA）
の駐車場拡大と幹線道路の整備促進につ
いて要望を行い、議員からは、「業界の実
情はよく理解できた。
今後も業界の要望に
しっかり対応できるよ
う取り組んでいきた
い」と述べられ、閉
会となりました。

物流セミナー



12月

実際のトラックを持ち込み、
業界に興味を持ってもらう

　当講座はまず、( 公社 ) 全日
本トラック協会が作成した「もしも
トラックが止まったら」の動画の
内、学生が普段利用する機会の
多い「コンビニ編」及び「病院
編」を視聴してもらい、続いて「ト
ラック輸送の社会的重要性」、「事
業用トラックと自家用トラックの違
い」、「災害時のトラックの活躍」
等を、学生目線でわかりやすい
講座を展開しました。その後、実
際のトラックを見てもらい、運転
席に乗車してもらったりすることで
トラックに興味を持ってもらうこと
で、当業界を知ってもらうきっか
け作りにもなりました。

滋賀にキラリ輝く七つ星事業「はたらく」の１つ
「トラック業界の関心を高めるキャリア教育」にかかる
事業の一環として、優秀な若手の人材確保を目的として、
平成２７年度からの継続事業で９年目になります。

▶︎１２月１４日（水）甲南高校では、２年生全員
１１２名を対象に開催しました。
受講人数が多い為、学生を半分ずつに分け、座
学と実車体験を行いました。
　アンケートを通じて「あんなに近くでトラックを
見る機会がなかったので、貴重な体験ができた」
や「ウイングが開いた時にかっこいいと思った」
等の声をいただき、多くの学生から「トラックの
大切さが理解できた」「トラックが止まると自分
たちにも影響がでるとわかった」等の回答があ
りました。

◀︎１２月１５日（木）愛知高校では、２年生
運送業界就職希望者１３名を対象として開催
しました。新型コロナウイルス感染症対策と
しまして、講師を含め４名での講座運営、ま
た業界の説明を行いました。学生自身が就
職するにあたって、自ら希望する業界を選択
するというスタンスで講座を開催しました。
　アンケートを通じて「トラックの仕組みを
知れて、また実際に乗せてもらえて興味が
わいた」「トラックドライバーに感謝の気持ち
を忘れないように心がけたい」等の声をい
ただきました。

人材の確保を目指して
「物流出前講座」を開催！■ 

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
啓
発
活
動

■  ナット緩み防止の点検活動を実施しました

令和４年 12 月 15 日（木）10：00 ～ 11：30 近畿運輸局

自動車登録番号 点検結果

中型 岐阜１３０あ●●●● 良

大型 広島１００か●●●● 右後後タイヤナット２本　緩み

中型 香川１００あ●●●● 良

中型 岐阜１３０あ●●●●  良

大型 会津１００か●●●●  良

大型 足立１０１か●●● 良

大型 滋賀１００か●●●● 良

中型 滋賀１００い●●●● 良

　１２月１５日（木）彦根トラックステーションにおいて、近畿運輸局
は滋賀県トラック協会と滋賀県自動車整備振興会と連携し、「大型ト
ラックのホイール・ボルト、ナットの点検」を行いました。
　大型トラックと中型トラック合わせて８台のホイール・ボルト、ナット
の増し締め点検の結果、１台で緩みが見つかったため、トルクレンチ
を用いて適正なトルク値（締め付け力）で増し締めを行いました。
　また、ノーマルタイヤからスタッドレスタイヤに交換した直後など、
タイヤを適切に交換しても走行中の初期なじみによりゆるみが発生す
るおそれがあることから、タイヤ交換後５０ｋｍ～１００ｋｍ走行後はトル
クレンチを用いて増し締めの実施を啓発しました。

　昨年冬、名神高速道路上で想像以上の大雪により通
行止めを実施したことに伴い、社会的経済的に各方面へ
影響を及ぼすこととなりました。その原因の一つが「適
切なタイヤの着用」など、道路利用者の冬季の知識・情
報不足によるものでした。
　このことから、高速道路利用者が立ち寄るＳＡ・ＰＡに
おいて特に冬道での交通事故防止に向けて啓発活動を
実施しました。

▼１１月３０日㊌：多賀ＳＡ下り
当協会からは丸山義広副会長、苅谷安全環境
委員長をはじめ１１名が参加しました。

▶︎１２月７日㊌：甲南ＰＡ下り
当協会からは丸山裕史甲賀支部長をはじめ８名
が参加しました。また、多賀ＳＡでの啓発活動で
はタレントの「ナジャ・グランディーバ」さんが
一日警察署長として啓発活動参加されました。

▲１２月５日㊊：賤ヶ岳ＳＡ上り
当協会からは苅谷安全環境委員長をはじめ５名が参加しました。
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甲南高校

愛知高校



ドライバー研修会

会員事業者の経営を支援する観点から、
交通事故を防ぎ、また削減目標を定める

　経営支援委員会では、公益社団法人全日本トラック協会との共
催による経営者並びに管理職を対象とした「経営者・管理職研修
会」を開催いたしました。
　今年度は「陸運事業者のための安全マネジメント研修～運輸安
全マネジメントと労働安全衛生マネジメントシステムの一体化による
効果的な運用～」、「プラン 2025 目標達成セミナー～あらたな事故
削減目標への取り組み～」、「健康起因事故防止セミナー～過労
死等の根絶を目指して～」というテーマで３回開催し、参加者は延
べ、70 名となりました。

１回目のテーマは、
２種類の安全マネジメント
について

　　「陸運事業者のための安全マネ
ジメント研修～運輸安全マネジメントと労働安全衛生マネジメントシ
ステムの一体化による効果的な運用～」というテーマでした。
　本セミナーは全日本トラック協会に加えて陸上貨物運送事業労働
災害防止協会とも共催で行い安全管理士 衛生管理士の井内 一
成氏を講師としてお招きしました。
　「運輸安全マネジメント」と「陸運業における労働安全衛生マネ
ジメントシステムガイドライン」の２種類のマネジメントを全く別個の
存在に感じ、また混同している事業者が多いことから、この２種類
のマネジメントを理解するとともに、一体的に運用することにより、
効果的に事故や災害のリスクを低減し、安全衛生のレベルアップ
を図るため、解説頂きました。

２回目のテーマは、
交通事故削減の目標設定とその達成に向けて

　「プラン２０２５目標達成セミナー～あらたな事故削減目標への取

　滋賀県トラック協会経営支援委員会では、クレフィール湖東交通
安全研修所において「ドライバー研修会」を開催しました。
　ドライバー研修会は体操や日常点検から始まり、濡れた路面で
のフルブレーキ、危機回避等の基礎から学べる通常コース、また
その内容を大型車で学べる大型コース、交通事故について重点を
置き、事故惹起者へ実施しなければならない特別教育に置き換え
られる特別コース、日常点検やレクチャー、タイヤの空気圧により
燃費の向上を体験できるエコドライブコースがあります。

り組み～」というテーマでした。
　SOMPOリスクマネジメント株
式会社の柿野拓志氏を講師に招
き、2025 年を目標年とする「トラッ
ク事業における総合安全プラン 2025」における新たな事故削減
目標を達成するために、プランの内容と交差点事故・追突事故
の対策を中心に、最新の情報を織り込んだ事故防止対策につい
て解説頂きました。
　座学形式で「事業用トラックにおける事故の傾向と防止対策」
を学んだ後、グループディスカッションでは、各社の追突事故及
び交差点事故の防止に向けた取り組み、課題、目標について
積極的な意見交換が行われ、トラックについて他にもドライバー
について等、幅広いテーマで議論が交わされました。
　事故を防ぐ事は、運送事業者の使命と言っても過言ではない
ため、出席者からは積極的な質
問が出されました。

３回目のテーマは、
健康起因事故の
防止について

　「健康起因事故防止セミナー～
過労死等の根絶を目指して～」というテーマでした。
　SOMPOリスクマネジメント株式会社から講師を招き、近年、
話題になっている健康起因事故の防止からドライバーの健康維
持に加え、過労死等の根絶を目指した講演が行われました。
　その後、グループディスカッションでは、５つのグループに分か
れ、各社の従業員の健康管理を保つための取組みについて積
極的な意見交換が行われ、健康診断からその結果等、幅広い
テーマで議論が交わされました。
　ドライバーの健康状態は直接トラックの運転に影響し、ひいて
は安全な運行を左右するため、出席者からは積極的な質問が出
されました。

　今年度も新型コロナウイルス
感染症の拡大防止措置としまして、定員数を 20 名から 16 名に
減らした上で、使用した車両の消毒、参加者の移動先での消
毒の徹底、屋内においてサーキュレーターを使用した換気の徹
底を行いました。年間を通じて通常コース３回、大型コース３回、
特別コース２回、エコドライブコース２回の合計 10 回を開催し、
計 153 名の出席者をもって、ドライバーの資質向上へ寄与しまし
た。

経営者・
管理職研修会

健康起因を含め、交通事故の防止と
交通事故削減目標への取り組み

交通安全意識と運転スキルの向上を目指して！

「標準的な運賃と燃料サーチャージ活用セミナー」
  の開催について

交通安全及び商売繁盛、
業務繁栄を今年１年間通じて、ご祈願
　令和５年１月１１日（水）近江神宮において毎年恒例の
新年祈願祭が執り行われました。
　今年は通常通りに、滋賀県トラック協会の甲斐切 稔会長
をはじめ、副会長、理事、監事、安全環境委員、事務局
を合わせて５２名が参拝し、今年１年間の交通安全並びに
商売繁盛、業務繁栄を祈願しました。

次年度の協会運営に向けて理事会を開催
　今年は新年祈願祭の後、第３８６回理事会が開催され、
次年度の会長基本方針及び事業推進施策が決定され、協
会の運営方針や当面する諸問題等について審議が行われ
ました。

1月
7月 9月 10月

2月

　令和２年４月に「標準的な運賃」が告示
されました。
　これは貨物運送事業者の荷主に対する
交渉力が弱いことや、令和６年４月からト
ラックドライバーの時間外労働の限度が年

間 960 時間となることを踏まえ、労働条件
を改善し、貨物運送事業がその機能を持
続的に維持していくために告示されたもの
になります。
　「燃料サーチャージ」とは、燃料価格の
上昇・下落によるコストの増減分を別建て
の運賃として設定する制度です。滋賀県ト
ラック協会では著しい燃料価格高騰を踏ま
え、上昇分を円滑に運賃料金に転嫁する
ためにも、当該届出を推奨しております。
　これに伴い、適正化事業運営委員会で
は、公益社団法人全日本トラック協会と
の共催により、「標準的な運賃と燃料サー
チャージ活用セミナー」を 2 月 3 日（金）

に開催し、36 名が受講されました。
　日本ＰＭＩコンサルティング株式会社　
代表取締役・税理士　小坂真弘様を講師
としてお招きし、「標準的な運賃」「燃料サー
チャージ」の概要・届け出、「標準的な運賃」

「燃料サーチャージ」を踏まえた原価計算、
原価計算を反映した運行形態別運賃の考
え方、荷主との交渉方法についてご講義
いただきました。受講者さんからも特に荷
主さんとの交渉方法についての講義がわか
りやすいという声も多くあり、「今後の交渉
に活用したい」等のご意見をいただきまし
た。
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